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昭
和
52
年
７
月
13
日
　

高
知
県
高
岡
郡
東
津
野
村
に
て

長
州
大
工
足
跡
調
査

昭
和
54
年
７
月
12
日

高
知
県
吾
川
郡
地
川
町
に
て

長
州
大
工
足
跡
調
査

木
村
長
吉
翁
と



周
防
大
島
に
つ
い
て

日　
本　
に　
は　
大　
島　
と　
呼　
ば　
れ　
る　
島　
が　
た　
く　
さ　

ん　
あ　
り　
ま　
す　
。　
な　
か　
で　
も　
比　
較　
的　
に　
大　
き　
い　

大　
島　
は　
、　
周　
防　
大　
島　
・　
伊　
豆　
大　
島　
・　
奄　
美　
大　

島　
な　
ど　
で　
す　
。　

そ　
の　
な　
か　
で　
周　
防　
大　
島　
は　
瀬　
戸　
内　
海　
西　
部　
、　

旧　
周　
防　
の　
国　
に　
あ　
り　
、　
山　
口　
県　
に　
所　
属　
し　
て　
、　

大　
島　
郡　
と　
呼　
ば　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

大
島
郡
の
行
政
区
分

（　
一　
島　
一　
郡　
）　

大　
島　
郡　
の　
行　
政　
区　
分　
は　
、　
現　
在　
、　
東　
和　

町　
・　
大　
島　
町　
・　
久　
賀　
町　
・　
橘　
町　
の　
四　
町　
に　
分　

か　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
う　
ち　
東　
和　
町　
は　
、　
明　
治　
二　
十　
二　
年　
に　

市　
町　
村　
制　
が　
敷　
か　
れ　
て　
以　
後　
、　
家　
室　
西　
方　

村　
・　
森　
野　
村　
・　
和　
田　
村　
・　
油　
田　
村　
の　
四　
ヶ　
村　

で　
し　
た　
が　
、　
家　
室　
西　
方　
村　
は　
昭　
和　
十　
六　
年　
に　

白　
木　
村　
と　
改　
称　
し　
、　
昭　
和　
三　
十　
年　
に　
四　
ヶ　
村　

は　
合　
併　
し　
て　
、　
現　
在　
の　
東　
和　
町　
に　
な　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　
こ　
の　
町　
村　
名　
の　
移　
り　
変　
わ　
り　
は　
、　
郷　

里　
に　
出　
す　
手　
紙　
の　
宛　
名　
の　
変　
わ　
る　
こ　
と　
で　
よ　

く　
覚　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　

東　
和　
町　
の　
集　
落　
の　
う　
ち　
、　
私　
は　
「　
山　
口　
県　

大　
島　
郡　
東　
和　
町　
長　
崎　
」　（　
や　
ま　
ぐ　
ち　
け　
ん　
　　
お　

お　
し　
ま　
ぐ　
ん　
　　
と　
う　
わ　
ち　
ょ　
う　
　　
な　
が　
さ　
き　
）　

で　
生　
ま　
れ　
ま　
し　
た　
が　
、　
小　
さ　
い　
頃　
は　
、　「　
山　
口　

県　
大　
島　
郡　
家　
室　
西　
方　
村　
大　
字　
西　
方　
字　
長　
崎　
」　

（　
や　
ま　
ぐ　
ち　
け　
ん　
　　
お　
お　
し　
ま　
ぐ　
ん　
　　
か　
む　
ろ　

に　
し　
が　
た　
む　
ら　
　　
お　
お　
あ　
ざ　
　　
に　
し　
が　
た　

あ　
ざ　
　　
な　
が　
さ　
き　
）　
で　
し　
た　
。　
大　
島　
郡　
の　
人　

な　
ら　
、　
沖　
家　
室　
（　
お　
き　
か　
む　
ろ　
）　
・　
地　
家　
室　

（　
じ　
か　
む　
ろ　
）　
・　
西　
方　
（　
に　
し　
が　
た　
）　
な　
ど　
の　

地　
名　
か　
ら　
、　
家　
室　
西　
方　
村　
（　
か　
む　
ろ　
に　
し　
が　

た　
む　
ら　
）　
と　
読　
め　
る　
の　
で　
す　
が　
、　
知　
ら　
な　
い　

人　
に　
は　
（　
か　
む　
ろ　
に　
し　
が　
た　
む　
ら　
）　
と　
は　
、　

な　
か　
な　
か　
読　
み　
づ　
ら　
か　
っ　
た　
よ　
う　
で　
す　
。　

東
和
町
に
つ
い
て

近
世
初
期

慶
長　
・　
寛
永
時
代
の
東
和
町

今　
か　
ら　
約　
四　
百　
年　
前　
の　
慶　
長　
五　
年　
（　
西　
暦　

千　
六　
百　
年　
）　
に　
検　
地　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
当　

時　
の　
東　
和　
町　
は　
、　
平　
野　
森　
村　
・　
和　
佐　
村　
・　
神　

浦　
村　
・　
小　
泊　
村　
・　
内　
入　
村　
・　
和　
田　
村　
・　
伊　
保　

田　
村　
・　
油　
宇　
村　
・　
西　
方　
村　
に　
分　
か　
れ　
て　
お　
り　
、　

田　
畑　
面　
積　
が　
細　
か　
く　
調　
査　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
頃　
は　
、　
古　
く　
か　
ら　
の　
農　
業　
の　
ほ　
か　
に　
、　

製　
塩　
が　
盛　
ん　
に　
行　
わ　
れ　
て　
い　
た　
こ　
と　
が　
、　
記　

録　
と　
し　
て　
残　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
現　
在　
、　
東　
和　
中　

学　
校　
の　
運　
動　
場　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
も　
塩　

田　
で　
塩　
が　
生　
産　
さ　
れ　
て　
い　
た　
と　
記　
さ　
れ　
て　
い　

ま　
す　
。　

東　
和　
町　
三　
ケ　
浦　
（　
下　
田　
・　
長　
崎　
・　
西　
方　
）　

の　
盆　
踊　
り　
の　
古　
い　
歌　
に　
、　

む　
か　
し　
ゃ　
　　
白　
木　
の　
根　
は　
　　
あ　
わ　
び　
や　

さ　
ざ　
え　
　　
今　
は　
木　
の　
根　
や　
草　
の　
根　
よ　

と　
い　
う　
語　
句　
が　
あ　
る　
の　
か　
ら　
す　
る　
と　
、　
以　
前　

は　
海　
だ　
っ　
た　
と　
こ　
ろ　
が　
、　
干　
上　
が　
っ　
て　
陸　
地　

に　
な　
っ　
た　
と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
船　
越　
（　
ふ　
な　

こ　
し　
）　
の　
地　
名　
も　
、　
か　
つ　
て　
は　
陸　
地　
が　
現　
在　

よ　
り　
狭　
く　
、　
船　
越　
と　
下　
田　
の　
間　
は　
船　
を　
通　
せ　

た　
（　
越　
せ　
た　
）　
の　
で　
、　
船　
越　
の　
地　
名　
が　
付　
い　

た　
の　
だ　
と　
、　
聞　
い　
た　
こ　
と　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
ほ　
か　
に　
も　
、　
長　
崎　
の　
お　
地　
蔵　
さ　
ん　
の　

所　
は　
、　
昔　
は　
ど　
ろ　
ど　
ろ　
し　
た　
沼　
地　
で　
、　
遭　
難　
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宮
本
常
一
記
念
事
業

策
定
審
議
会
専
門
部
会
長

米
　
安
　
　
晟

上
山
か
ら
西
側
を
見
た
写
真

東
和
町
長
崎
集
落

昭
和
の
始
め
頃
、
東
和
町
長
崎
の
通
称
「
上

山
」（
う
え
や
ま
）
か
ら
見
た
下
田
（
し
た
た
）

の
生
島
（
い
き
し
ま
）
の
写
真
。
手
前
右
側

の
松
は
、
長
崎
の
地
蔵
様
の
側
に
あ
っ
た
松
。

（
通
称

地
蔵
様
の
松
）

前
方
の
丸
い
山
は
嵩
山
（
だ
け
さ
ん
）

生
島
周
辺
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
現
在
は
陸

地
に
な
っ
て
い
る
。

上
山
か
ら
東
側
を
見
た
写
真

東
和
町
長
崎
集
落

上
山
か
ら
見
下
ろ
し
た
長
崎
集
落
と
、
後
方

は
、
森
野
と
神
の
浦
を
望
む
。

海
が
満
ち
て
い
る
の
で
、
真
宮
島
と
の
間
は

海
に
な
っ
て
い
る
。
潮
が
引
く
と
陸
続
き
に

な
る
。



し　
た　
船　
が　
あ　
り　
、　
な　
く　
な　
っ　
た　
人　
を　
弔　
っ　
て　
、　

建　
立　
し　
た　
と　
言　
い　
継　
が　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　

よ　
う　
な　
言　
い　
伝　
え　
か　
ら　
、　
か　
つ　
て　
海　
だ　
っ　
た　

所　
が　
、　
次　
第　
に　
隆　
起　
し　
て　
陸　
地　
を　
な　
っ　
た　
と　

こ　
ろ　
が　
あ　
る　
と　
み　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

多
か
っ
た
人
口
と
出
稼
ぎ

家　
室　
西　
方　
村　
は　
ま　
た　
、　
面　
積　
の　
割　
に　
人　
口　

も　
多　
く　
、　
一　
万　
人　
近　
い　
事　
も　
あ　
っ　
た　
よ　
う　
で　

す　
。　
村　
の　
名　
称　
が　
変　
わ　
っ　
て　
い　
た　
こ　
と　
と　
、　

人　
口　
の　
多　
い　
こ　
と　
は　
、　
日　
本　
の　
村　
で　
も　
目　
立　

っ　
た　
ら　
し　
く　
、　
雑　
誌　
な　
ど　
で　
紹　
介　
さ　
れ　
て　
い　

る　
記　
事　
を　
読　
ん　
だ　
こ　
と　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

限　
ら　
れ　
た　
土　
地　
に　
大　
勢　
の　
人　
が　
住　
む　
に　
は　

余　
地　
が　
少　
な　
く　
、　
家　
を　
継　
ぐ　
長　
男　
で　
も　
出　
稼　

ぎ　
が　
当　
り　
前　
の　
よ　
う　
で　
、　
大　
工　
や　
左　
官　
に　
な　

っ　
て　
島　
の　
外　
で　
働　
き　
、　
盆　
暮　
れ　
に　
戻　
っ　
て　
来　

る　
家　
が　
多　
か　
っ　
た　
よ　
う　
で　
す　
。　

出　
稼　
ぎ　
は　
日　
本　
国　
内　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
朝　

鮮　
・　
満　
州　
を　
始　
め　
、　
遠　
く　
ハ　
ワ　
イ　
や　
ア　
メ　
リ　

カ　
・　
カ　
ル　
フ　
ォ　
ル　
ニ　
ア　
に　
行　
っ　
た　
人　
も　
い　
て　
、　

日　
本　
で　
子　
供　
を　
教　
育　
す　
る　
た　
め　
に　
、　
子　
供　
だ　

け　
帰　
す　
人　
も　
あ　
り　
、　
旧　
制　
中　
学　
校　
の　
同　
級　
生　

に　
何　
人　
か　
い　
て　
、　
彼　
ら　
を　
ア　
メ　
リ　
カ　
帰　
り　
の　

二　
世　
と　
呼　
ん　
で　
い　
ま　
し　
た　
。　

今　
回　
の　
旅　
の　
紀　
行　
を　
綴　
っ　
て　
い　
く　
前　
に　
対　

馬　
の　
簡　
単　
な　
紹　
介　
を　
し　
て　
お　
こ　
う　
。　

対　
馬　
は　
玄　
海　
灘　
に　
浮　
ぶ　
島　
で　
あ　
る　
。　
朝　
鮮　

半　
島　
と　
九　
州　
本　
土　
の　
間　
に　
跳　
び　
石　
状　
に　
配　
さ　

れ　
た　
島　
々　
の　
最　
北　
端　
に　
位　
置　
し　
て　
、　
韓　
国　
に　

一　
番　
近　
い　
。　
島　
の　
北　
端　
か　
ら　
わ　
ず　
か　
四　
九　，　

五　
キ　
ロ　
の　
洋　
上　
に　
隣　
国　
釜　
山　
の　
山　
々　
が　
望　
め　

る　
。　
一　
方　
、　
九　
州　
博　
多　
ま　
で　
は　
一　
三　
二　
キ　
ロ　

も　
あ　
る　
絶　
海　
の　
孤　
島　
で　
、　
ま　
さ　
に　
「　
国　
境　
の　

島　
」　
で　
あ　
る　
。　

島　
は　
沖　
縄　
本　
土　
を　
除　
き　
、　
佐　
渡　
、　
奄　
美　
大　

島　
に　
次　
い　
で　
日　
本　
で　
三　
番　
目　
の　
面　
積　
を　
有　
す　

る　
。　
南　
北　
約　
八　
二　
キ　
ロ　
、　
東　
西　
一　
八　
キ　
ロ　
、　

そ　
の　
海　
岸　
線　
の　
総　
延　
長　
は　
九　
一　
五　
キ　
ロ　
に　
も　

お　
よ　
ぶ　
。　
大　
陸　
系　
の　
動　
植　
物　
が　
息　
づ　
く　
雄　
大　
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長
浜
（
長
崎
と
平
野
の
間
の
海
岸
）
か
ら
真
宮

島
（
し
ん
ぐ
う
じ
ま
）
を
望
む
。

後
方
の
高
い
山
は
嵩
山
。

東
和
町
長
崎
沖
の
真
宮
島
（
し
ん
ぐ
う
じ
ま
）。

（
満
潮
時
）

真
宮
島
の
後
方
は
浮
島
（
う
か
し
ま
）。

宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
策　
定　
審　
議　
会　
推　
進　
部　
会　
長　

新

山

玄

雄

宮
本
常
一
を
知
る

周
防
大
島
か
ら
対
馬
の
旅

対

馬

と

は

師　
走　
に　
入　
り　
、　
あ　
わ　
た　
だ　
し　
さ　
が　
日　
ま　
し　
に　
ま　
し　
て　
く　
る　
十　
二　
月　
六　
日　
に　
、　「　
宮　

本　
常　
一　
を　
知　
る　
周　
防　
大　
島　
か　
ら　
対　
馬　
の　
旅　
」　
と　
い　
う　
大　
そ　
れ　
た　
テ　
ー　
マ　
を　
つ　
く　
っ　

て　
対　
馬　
に　
渡　
っ　
た　
。　
二　
泊　
三　
日　
の　
旅　
で　
あ　
る　
。　

以　
前　
か　
ら　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
歩　
い　
た　
土　
地　
を　
歩　
き　
、　
そ　
こ　
に　
暮　
ら　
す　
人　
々　
に　
会　
い　

た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　
た　
。　
そ　
し　
て　
自　
分　
自　
身　
の　
足　
で　
歩　
き　
、　
見　
て　
、　
聞　
く　
旅　
を　
し　
た　

い　
と　
思　
っ　
て　
い　
た　
。　

最　
近　
そ　
の　
機　
会　
を　
も　
つ　
こ　
と　
が　
出　
来　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
、　
佐　
渡　
や　
四　
国　
路　
な　
ど　
を　

ま　
わ　
っ　
た　
。　
対　
馬　
は　
こ　
れ　
で　
三　
度　
目　
で　
あ　
る　
。　
前　
回　
は　
平　
成　
十　
三　
年　
初　
秋　
、　
ノ　
ン　

フ　
ィ　
ク　
シ　
ョ　
ン　
作　
家　
の　
佐　
野　
眞　
一　
氏　
の　
お　
と　
も　
を　
し　
て　
対　
馬　
を　
訪　
れ　
た　
。　
そ　
の　
時　

も　
多　
く　
の　
人　
に　
出　
会　
う　
こ　
と　
が　
出　
来　
、　
楽　
し　
く　
、　
有　
意　
義　
で　
刺　
激　
的　
な　
旅　
だ　
っ　
た　
。　

今　
回　
は　
同　
好　
の　
士　
五　
名　
、　
同　
行　
五　
人　
の　
旅　
と　
な　
っ　
た　
。　
以　
下　
そ　
の　
ご　
報　
告　
で　
あ　
る　
。　



な　
自　
然　
に　
囲　
ま　
れ　
て　
、　
六　
町　
に　
六　
万　
一　
千　
人　

余　
り　
が　
住　
み　
、　
豊　
富　
な　
海　
の　
幸　
と　
山　
の　
幸　
に　

支　
え　
ら　
れ　
て　
い　
る　
「　
自　
然　
の　
島　
」　
で　
あ　
る　
。　

ま　
た　
対　
馬　
は　
、　
古　
代　
か　
ら　
日　
本　
列　
島　
と　
大　

陸　
の　
往　
来　
に　
は　
欠　
か　
せ　
な　
い　
重　
要　
拠　
点　
で　
あ　

っ　
た　
。　
一　
方　
、　
国　
境　
の　
宿　
命　
と　
し　
て　
幾　
度　
と　

な　
く　
外　
寇　
に　
さ　
ら　
さ　
れ　
、　
防　
人　
た　
ち　
が　
駐　
屯　

し　
、　
国　
防　
の　
第　
一　
線　
を　
固　
め　
て　
い　
た　
。　
日　
本　

の　
歴　
史　
と　
共　
に　
あ　
っ　
た　
対　
馬　
は　
、　
独　
特　
の　
文　

化　
遺　
産　
が　
残　
り　
、　
私　
た　
ち　
に　
日　
本　
史　
の　
源　
流　

を　
語　
り　
か　
け　
て　
く　
れ　
る　
。　
史　
跡　
の　
宝　
庫　
で　
ロ　

マ　
ン　
あ　
ふ　
れ　
る　
対　
馬　
は　
ま　
た　
「　
歴　
史　
の　
島　
」　

で　
あ　
り　
「　
防　
人　
の　
島　
」　
で　
も　
あ　
る　
。　

以　
上　
観　
光　
ガ　
イ　
ド　
を　
ま　
と　
め　
て　
紹　
介　
し　
た　

が　
、　
何　
度　
か　
こ　
の　
島　
を　
訪　
れ　
て　
、　
そ　
の　
自　
然　

環　
境　
や　
歴　
史　
、　
文　
化　
と　
そ　
こ　
に　
暮　
ら　
す　
人　
々　

に　
宮　
本　
先　
生　
が　
強　
く　
惹　
か　
れ　
て　
い　
っ　
た　
の　
が　

少　
し　
な　
が　
ら　
解　
る　
よ　
う　
な　
気　
が　
す　
る　
。　

午　
前　
十　
時　
四　
五　
分　
、　
予　
定　
ど　
お　
り　
対　
馬　
空　

港　
に　
お　
り　
た　
。　
す　
ぐ　
に　
予　
約　
し　
て　
い　
た　
レ　
ン　
タ　

カ　
ー　
、　
ボ　
ン　
ゴ　
に　
乗　
り　
、　
峰　
町　
の　
対　
馬　
六　
町　
合　

併　
協　
議　
会　
事　
務　
局　
を　
訪　

問　
。　
対　
馬　
も　
合　
併　
協　
議　

が　
す　
す　
み　
平　
成　
一　
六　
年　

三　
月　
に　
新　
た　
に　「　
対　
馬　
市　
」　

と　
し　
て　
誕　
生　
す　
る　
。　
そ　
の　

取　
組　
み　
に　
つ　
い　
て　
う　
か　

が　
っ　
た　
。　「　
ア　
ジ　
ア　
に　
発　

信　
す　
る　
歴　
史　
海　
道　
都　
市　

対　
馬　
」　
を　
新　
市　
の　
将　
来　
像　

と　
し　
て　
合　
併　
に　
む　
け　
て　

着　
々　
と　
進　
ん　
で　
い　
る　
。　
対　

馬　
の　
合　
併　
の　
取　
り　
組　
み　

方　
は　
、　
い　
わ　
ゆ　
る　
対　
等　
合　

併　
で　
、　
ゆ　
る　
や　
か　
な　
ネ　
ッ　

ト　
ワ　
ー　
ク　
型　
の　
合　
併　
で　

あ　
る　
。　
機　
能　
も　
分　
散　
し　
、　

本　
庁　
は　
基　
本　
的　
に　
企　
画　

と　
調　
整　
を　
行　
う　
と　
し　
て　

い　
る　
。　
大　
島　
郡　
も　
今　
、　
合　

併　
論　
議　
が　
活　
発　
に　
な　
っ　

て　
い　
る　
が　
、　
大　
い　
に　
参　

考　
に　
な　
る　
と　
思　
え　
た　
。　

午　
後　
、　
一　
路　
北　
上　
し　
、　
上　
県　
町　
佐　
須　
奈　
の　

郵　
便　
局　
で　
三　
原　
叶　
也　
比　
田　
勝　
郵　
便　
局　
長　
に　
合　

流　
。　
三　
原　
さ　
ん　
は　
、　
大　
島　
高　
等　
商　
船　
学　
校　
の　

三　
原　
伊　
文　
先　
生　
の　
実　
兄　
で　
、　
好　
男　
子　
、　
声　
も　

は　
り　
の　
あ　
る　
偉　
丈　
夫　
と　
い　
う　
言　
葉　
が　
ぴ　
っ　
た　

り　
の　
ナ　
イ　
ス　
ガ　
イ　
だ　
。　
宮　
本　
先　
生　
が　
地　
域　
に　

入　
る　
時　
、　
そ　
の　
地　
の　
郵　
便　
局　
長　
を　
頼　
っ　
た　
こ　

と　
は　
有　
名　
な　
話　
だ　
。　
彼　
ら　
は　
、　
そ　
の　
土　
地　
の　

こ　
と　
を　
最　
も　
知　
悉　
す　
る　
格　
好　
の　
ナ　
ビ　
ゲ　
ー　
タ　

ー　
だ　
っ　
た　
。　
そ　
の　
点　
三　
原　
さ　
ん　
は　
申　
し　
分　
な　

い　
ナ　
ビ　
ゲ　
ー　
タ　
ー　
で　
あ　
り　
、　
し　
か　
も　
自　
ら　
国　

際　
交　
流　
活　
動　
や　
地　
域　
お　
こ　
し　
に　
積　
極　
的　
に　
か　

か　
わ　
っ　
て　
い　
る　
活　
動　
家　
で　
も　
あ　
っ　
た　
。　
三　
原　

さ　
ん　
は　
「　
こ　
れ　
か　
ら　
対　
馬　
が　
生　
き　
て　
い　
く　
に　

は　
、　
ア　
ジ　
ア　
と　
積　
極　
的　
に　
か　
か　
わ　
り　
あ　
い　
を　

も　
ち　
、　
そ　
の　
交　
流　
の　
拠　
点　
と　
な　
る　
こ　
と　
が　
必　

要　
だ　
。　
対　
馬　
は　
最　
も　
い　
い　
位　
置　
に　
あ　
る　
」　
と　

力　
説　
さ　
れ　
た　
。　
対　
馬　
の　
も　
つ　
積　
極　
的　
で　
前　
向　

き　
な　
エ　
ー　
ト　
ス　
を　
彼　
に　
感　
じ　
た　
。　
同　
行　
の　
メ　

ン　
バ　
ー　
も　
そ　
の　
迫　
力　
に　
お　
さ　
れ　
て　
「　
三　
原　
さ　

ん　
は　
新　
た　
に　
発　
足　
す　
る　
対　
馬　
市　
の　
新　
市　
長　
に　

ふ　
さ　
わ　
し　
い　
人　
だ　
」　
と　
絶　
賛　
す　
る　
こ　
と　
し　
き　

り　
だ　
っ　
た　
。　

三　
原　
氏　
の　
案　
内　
で　
柚　
木　
修　
さ　
ん　
（　
五　
二　
）　

宅　
を　
訪　
問　
、　
氏　
は　
ナ　
チ　
ュ　
ラ　
リ　
ス　
ト　
で　
著　
述　

家　
で　
あ　
る　
。　
一　
昨　
年　
四　
月　
、　
東　
京　
か　
ら　
北　

部　
・　
上　
県　
町　
の　
里　
山　
に　
移　
り　
住　
ん　
だ　
。　
今　
、　

国　
天　
然　
記　
念　
物　
ツ　
シ　
マ　
ヤ　
マ　
ネ　
コ　
の　
保　
護　
運　

動　
に　
取　
り　
組　
ん　
で　
い　
る　
。　
そ　
の　
傍　
ら　
「　
宮　
本　

常　
一　
が　
対　
馬　
に　
残　
し　
た　
メ　
ッ　
セ　
ー　
ジ　
」　
の　
掘　

り　
起　
こ　
し　
を　
始　
め　
て　
い　
る　
。　
環　
境　
省　
対　
馬　
野　

生　
生　
物　
保　
護　
セ　
ン　
タ　
ー　
の　
獣　
医　
村　
山　
昌　
さ　
ん　

（　
二　
八　
）　
た　
ち　
と　
一　
緒　
の　
そ　
の　
取　
り　
組　
み　
は　
、　

少　
し　
づ　
つ　
輪　
が　
広　
が　
っ　
て　
い　
る　
よ　
う　
だ　
。　
柚　

木　
さ　
ん　
が　
言　
う　
。　

「　
公　
共　
事　
業　
ば　
か　
り　
頼　
る　
対　
馬　
を　
変　
え　
な　

い　
と　
対　
馬　
の　
未　
来　
は　
な　
い　
。　
余　
り　
あ　
せ　
ら　
ず　

や　
れ　
る　
範　
囲　
か　
ら　
は　
じ　
め　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　
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ん
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ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
保
護
―



ま　
す　
。　
そ　
れ　
が　
一　
つ　
は　
ツ　
シ　
マ　
ヤ　
マ　
ネ　
コ　
の　

保　
護　
運　
動　
で　
あ　
り　
、　
そ　
の　
運　
動　
が　
も　
た　
ら　
す　

経　
済　
効　
果　
も　
考　
え　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　」　
ツ　
シ　
マ　
ヤ　
マ　
ネ　
コ　
と　
地　
域　
お　
こ　
し　
を　

結　
び　
つ　
け　
る　
の　
は　
、　
少　
々　
困　
難　
な　
こ　
と　
に　
も　

思　
え　
た　
が　
、　
そ　
こ　
か　
ら　
人　
と　
ヤ　
マ　
ネ　
コ　
が　
共　

存　
出　
来　
る　
仕　
組　
み　
を　
考　
え　
る　
場　
と　
、　
ネ　
ッ　
ト　

ワ　
ー　
ク　
が　
生　
ま　
れ　
る　
こ　
と　
は　
確　
か　
だ　
。　
そ　
し　

て　
、　
そ　
れ　
は　
地　
域　
を　
お　
こ　
し　
て　
い　
く　
知　
恵　
と　

エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
を　
呼　
び　
お　
こ　
す　
こ　
と　
に　
も　
な　
る　

だ　
ろ　
う　
。　
こ　
れ　
が　
宮　
本　
流　
。　
先　
の　
長　
い　
取　
組　

み　
と　
な　
る　
と　
思　
う　
が　
、　
頑　
張　
っ　
て　
欲　
し　
い　
。　

あ　
と　
で　
柚　
木　
さ　
ん　
と　
村　
山　
さ　
ん　
の　
心　
づ　
く　
し　

の　
昼　
食　
に　
舌　
鼓　
を　
う　
っ　
た　
。　
対　
馬　
で　
と　
れ　
た　

山　
の　
幸　
、　
海　
の　
幸　
は　
と　
て　
も　
お　
い　
し　
か　
っ　
た　
。　

特　
に　
猪　
の　
角　
煮　
は　
絶　
品　
だ　
っ　
た　
。　

柚　
木　
さ　
ん　
宅　
に　
私　
に　
と　
っ　
て　
は　
伝　
説　
の　
人　

と　
い　
う　
べ　
き　
人　
、　
糸　
瀬　
博　
さ　
ん　
（　
八　
三　
）　
が　

お　
い　
で　
に　
な　
っ　
た　
。　
氏　
は　
昭　
和　
二　
十　
五　
年　
と　

翌　
年　
、　
宮　
本　
先　
生　
が　
対　
馬　
調　
査　
を　
さ　
れ　
た　
時　
、　

先　
生　
に　
出　
会　
っ　
た　
人　
だ　
。　
現　
在　
も　
上　
対　
馬　
町　

文　
化　
保　
護　
審　
議　
会　
委　
員　
長　
を　
つ　
と　
め　
ら　
れ　
、　

か　
く　
し　
ゃ　
く　
と　
し　
た　
そ　
の　
姿　
は　
、　
と　
て　
も　
八　

十　
歳　
を　
こ　
え　
た　
と　
思　
え　
な　
い　
。　

宮　
本　
先　
生　
に　
出　
会　
っ　
た　
時　
の　
様　
子　
を　
よ　
く　

覚　
え　
て　
お　
ら　
れ　
、　

「　
宮　
本　
先　
生　
が　
、　
こ　
ち　
ら　
に　
お　
い　
で　
に　
な　

っ　
た　
の　
は　
昭　
和　
二　
十　
五　
年　
の　
夏　
で　
し　
た　
。　
我　

が　
家　
に　
あ　
っ　
た　
古　
文　
書　
を　
書　
き　
写　
し　
て　
い　
ま　

し　
た　
が　
、　
我　
々　
が　
珍　
紛　
漢　
紛　
だ　
っ　
た　
古　
文　
書　

を　
ス　
ラ　
ス　
ラ　
と　
読　
む　
と　
で　
す　
。　
そ　
し　
て　
そ　
の　

解　
説　
が　
見　
事　
で　
し　
た　
。　
江　
戸　
時　
代　
の　
も　
の　
で　

す　
か　
ら　
、　
こ　
の　
藩　
の　
藩　
主　
は　
誰　
々　
で　
今　
そ　
の　

末　
裔　
が　
ど　
こ　
ど　
こ　
に　
住　
ん　
で　
い　
る　
と　
い　
っ　
た　

こ　
と　
を　
話　
す　
と　
で　
す　
か　
ら　
。　
学　
者　
な　
ら　
藩　
主　

の　
名　
前　
ぐ　
ら　
い　
言　
え　
る　
か　
も　
解　
り　
ま　
せ　
ん　
が　
、　

そ　
の　
子　
孫　
が　
ど　
こ　
で　
ど　
う　
し　
て　
い　
る　
な　
ん　
て　

こ　
と　
を　
世　
間　
話　
の　
よ　
う　
に　
話　
す　
と　
で　
す　
。　
最　

初　
は　
少　
々　
う　
さ　
ん　
く　
さ　
い　
学　
者　
く　
ず　
れ　
の　
よ　

う　
に　
思　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
そ　
の　
う　
ち　
神　
様　

の　
よ　
う　
に　
思　
え　
た　
と　
で　
す　
。　
い　
っ　
ぺ　
ん　
で　
尊　

敬　
す　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
と　
で　
す　
。　
そ　
れ　
で　
多　

く　
の　
人　
に　
先　
生　
の　
話　
し　
を　
聞　
い　
て　
も　
ら　
お　
う　

と　
思　
い　
、　
村　
人　
を　
呼　
ん　
で　
話　
し　
を　
聞　
か　
せ　
て　

も　
ら　
い　
ま　
し　
た　
。　
本　
当　
に　
い　
い　
為　
に　
な　
る　
話　

で　
し　
た　
」　

そ　
の　
出　
会　
い　
が　
今　
日　
の　
糸　
瀬　
さ　
ん　
を　
つ　
く　

っ　
て　
い　
る　
。　
も　
ち　
ろ　
ん　
宮　
本　
先　
生　
も　
す　
ば　
ら　

し　
い　
が　
、　
そ　
の　
出　
会　
い　
を　
か　
け　
が　
い　
の　
な　
い　

出　
会　
い　
と　
し　
て　
大　
切　
に　
し　
て　
き　
た　
糸　
瀬　
さ　
ん　

も　
共　
に　
す　
ば　
ら　
し　
い　
。　

佐　
須　
奈　
を　
後　
に　
し　
、　
対　
馬　
北　
端　
の　
鰐　
浦　
へ　
。　

韓　
国　
展　
望　
所　
か　
ら　
、　
韓　
国　
を　
展　
望　
す　
る　
が　
こ　

の　
日　
は　
曇　
り　
で　
よ　
く　
見　
え　
な　
い　
。　
こ　
の　
沖　
で　

日　
露　
戦　
争　
の　
日　
本　
海　
海　
戦　
が　
あ　
っ　
た　
。　
途　
中　

東　
郷　
平　
八　
郎　
の　
記　
念　
碑　
な　
ど　
を　
見　
学　
し　
、　
比　

田　
勝　
を　
と　
お　
り　
、　
一　
路　
南　
下　
。　
夜　
に　
な　
り　
あ　

た　
り　
の　
景　
色　
は　
見　
え　
ず　
、　
た　
だ　
延　
々　
と　
道　
が　

続　
く　
。　
ホ　
テ　
ル　
の　
あ　
る　
美　
津　
島　
町　
に　
着　
い　
た　

時　
は　
ホ　
ッ　
と　
し　
た　
。　
や　
は　
り　
対　
馬　
は　
広　
い　
と　

痛　
感　
し　
た　
。　

翌　
朝　
、　
対　
馬　
の　
最　
南　
端　
の　
浅　
藻　
（　
厳　
原　
町　
）　

へ　
。　
そ　
こ　
に　
は　
、　
あ　
の　
「　
忘　
れ　
ら　
れ　
た　
日　
本　

人　
」　
の　
中　
で　
も　
出　
色　
の　
「　
梶　
田　
富　
五　
郎　
翁　
」　

の　
末　
息　
子　
の　
嫁　
の　
梶　
田　
味　
木　
（　
八　
〇　
）　
さ　
ん　

が　
い　
ら　
っ　
し　
ゃ　
る　
。　

も　
と　
も　
と　
浅　
藻　
は　
、　
明　
治　
八　
年　
、　
久　
賀　
の　

漁　
民　
た　
ち　
が　
住　
み　
つ　
い　
た　
の　
が　
始　
め　
だ　
。　
こ　

の　
地　
は　
天　
道　
法　
師　
の　
住　
む　
聖　
地　
で　
人　
が　
住　
む　

こ　
と　
は　
許　
さ　
れ　
な　
い　
土　
地　
だ　
っ　
た　
。　
そ　
の　
地　

へ　
、　
久　
賀　
の　
漁　
民　
た　
ち　
が　
、　「　
た　
た　
り　
が　
あ　
っ　

て　
も　
え　
え　
、　
そ　
れ　
に　
生　
き　
神　
様　
の　
天　
子　
様　
が　

日　
本　
を　
お　
さ　
め　
る　
時　
代　
に　
な　
っ　
た　
ん　
じ　
ゃ　
か　

ら　
、　
天　
道　
法　
師　
も　
わ　
し　
ら　
に　
わ　
る　
い　
こ　
と　
は　

し　
ま　
い　
」　
と　
い　
う　
理　
屈　
を　
た　
て　
て　
住　
み　
着　
い　

た　
の　
だ　
。　
そ　
の　
後　
沖　
家　
室　
の　
漁　
民　
た　
ち　
も　
数　

多　
く　
移　
住　
し　
、　
無　
人　
だ　
っ　
た　
所　
に　
は　
百　
戸　
ほ　

ど　
の　
家　
が　
出　
来　
、　
紀　
伊　
の　
国　
か　
ら　
年　
七　
○　
ぱ　

い　
も　
の　
ブ　
リ　
釣　
り　
船　
が　
来　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
て　
、　

港　
は　
活　
気　
づ　
い　
た　
。　

し　
か　
し　
現　
在　
は　
、　
漁　
も　
へ　
り　
、　
か　
つ　
て　
活　

況　
を　
呈　
し　
た　
浜　
も　
寂　
し　
く　
な　
っ　
た　
よ　
う　
だ　
。　

「　
若　
い　
人　
の　
ほ　
と　
ん　
ど　
は　
九　
州　
や　
本　
土　
の　
方　
に　

出　
て　
行　
く　
と　
で　
す　
よ　
。　
年　
寄　
り　
ば　
か　
り　
が　
残　

っ　
て　
し　
も　
う　
た　
」　
と　
味　
木　
さ　
ん　
が　
あ　
っ　
け　
ら　

か　
ん　
と　
し　
て　
言　
う　
。　
味　
木　
さ　
ん　
に　
お　
会　
い　
す　

る　
の　
は　
こ　
れ　
で　
二　
度　
目　
で　
あ　
る　
。　
や　
さ　
し　
く　

あ　
た　
た　
か　
な　
人　
柄　
で　
愛　
情　
が　
あ　
ふ　
れ　
て　
く　
る　

よ　
う　
な　
人　
だ　
。　
カ　
ン　
コ　
ロ　
も　
ち　
を　
焼　
い　
て　
い　

た　
だ　
き　
、　
し　
ば　
し　
富　
五　
郎　
翁　
の　
話　
し　
で　
盛　
り　

上　
が　
っ　
た　
。　

味　
木　
さ　
ん　
も　
宮　
本　
先　
生　
が　
訪　
れ　
た　
時　
の　
こ　

と　
を　
克　
明　
に　
覚　
え　
て　
お　
ら　
れ　
る　
。　

「　
宮　
本　
先　
生　
も　
山　
口　
弁　
ま　
る　
だ　
し　
で　
、　
お　

じ　
い　
ち　
ゃ　
ん　
も　
山　
口　
弁　
ま　
る　
だ　
し　
で　
二　
人　
と　

も　
長　
い　
こ　
と　
話　
し　
と　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　
お　
茶　
を　

飲　
ん　
だ　
だ　
け　
で　
一　
日　
中　
で　
す　
も　
ん　
ね　
。　
よ　
う　

あ　
げ　
に　
話　
が　
あ　
る　
も　
ん　
と　
思　
っ　
た　
と　
で　
す　
よ　
」　

宮　
本　
先　
生　
と　
富　
五　
郎　
翁　
の　
二　
人　
が　
、　
お　
茶　

だ　
け　
で　
時　
の　
た　
つ　
の　
も　
忘　
れ　
て　
話　
し　
込　
ん　
で　

い　
る　
姿　
が　
目　
に　
見　
え　
る　
よ　
う　
だ　
っ　
た　
。　

昭　
和　
二　
十　
五　
年　
に　
当　
時　
八　
二　
歳　
の　
富　
五　
郎　

翁　
が　
語　
る　
そ　
の　
話　
は　
、　
教　
科　
書　
に　
も　
掲　
載　
さ　
れ　

た　
。　そ　
れ　
だ　
け　
の　
価　
値　
の　
あ　
る　
も　
の　
だ　
か　
ら　
だ　
。　

最　
後　
の　
く　
だ　
り　
の　

「　
や　
っ　
ぱ　
り　
世　
の　
中　
で　
一　
番　
え　
ら　
い　
の　
が　

人　
間　
の　
よ　
う　
で　
ご　
い　
す　
」　
と　
い　
う　
さ　
り　
げ　
な　

い　
言　
葉　
は　
、　
す　
ご　
い　
。　
そ　
し　
て　
そ　
の　
語　
り　
は　
、　
5
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い　
や　
味　
の　
な　
い　
、　
ご　
く　
自　
然　
な　
も　
の　
だ　
。　
こ　

ん　
な　
味　
は　
な　
か　
な　
か　
出　
て　
こ　
な　
い　
。　
静　
か　
な　

迫　
力　
に　
満　
ち　
て　
い　
る　
老　
人　
の　
こ　
の　
ラ　
イ　
フ　
ヒ　

ス　
ト　
リ　
ー　
は　
な　
ん　
と　
も　
魅　
力　
的　
だ　
。　

か　
つ　
て　
梶　
田　
富　
五　
郎　
の　
よ　
う　
な　
人　
が　
い　
た　
。　

名　
も　
な　
く　
、　
貧　
し　
く　
、　
け　
な　
げ　
に　
生　
き　
て　
き　

た　
人　
々　
が　
こ　
の　
日　
本　
列　
島　
に　
は　
数　
多　
く　
い　
た　

の　
だ　
。　
古　
老　
た　
ち　
の　
話　
を　
聞　
く　
な　
か　
で　
宮　
本　

先　
生　
は　
そ　
の　
人　
が　
も　
っ　
て　
い　
る　
悲　
し　
み　
や　
苦　

し　
み　
も　
併　
せ　
て　
感　
じ　
と　
っ　
て　
い　
た　
の　
だ　
と　
思　

う　
。　
た　
だ　
の　
元　
気　
老　
人　
で　
は　
な　
く　
、　
そ　
こ　
に　

い　
く　
ば　
く　
か　
の　
哀　
感　
を　
た　
だ　
よ　
わ　
せ　
な　
が　
ら　

展　
開　
さ　
れ　
る　
こ　
の　
老　
人　
の　
一　
代　
記　
が　
胸　
を　
う　

つ　
の　
は　
、　
そ　
こ　
に　
宮　
本　
先　
生　
の　
人　
間　
の　
営　
み　

に　
対　
す　
る　
や　
さ　
し　
い　
ま　
な　
ざ　
し　
が　
あ　
る　
か　
ら　

だ　
ろ　
う　
。　

現　
代　
の　
梶　
田　
富　
五　
郎　
は　
ど　
こ　
に　
い　
る　
の　
だ　

ろ　
う　
か　
。　
そ　
ん　
な　
思　
い　
が　
し　
き　
り　
に　
し　
た　
。　

梶　
田　
家　
を　
あ　
と　
に　
し　
、　
沖　
家　
室　
出　
身　
の　
松　

原　
徳　
義　
さ　
ん　
と　
大　
谷　
清　
さ　
ん　
に　
お　
会　
い　
し　
た　
。　

そ　
の　
後　
、　
浅　
藻　
小　
学　
校　
跡　
地　
に　
立　
っ　
て　
い　

る　
開　
港　
記　
念　
碑　
の　
前　
で　
記　
念　
写　
真　
を　
と　
っ　
た　
。　

浅　
藻　
の　
小　
学　
校　
も　
廃　
校　
と　
な　
っ　
た　
。　
か　
つ　

て　
は　
多　
く　
の　
子　
供　
た　
ち　
の　
歓　
声　
に　
満　
ち　
て　
い　

た　
こ　
の　
場　
所　
は　
、　
今　
は　
校　
舎　
も　
取　
壊　
さ　
れ　
原　

野　
と　
な　
っ　
て　
い　
た　
。　
た　
だ　
そ　
の　
開　
港　
記　
念　
碑　

だ　
け　
が　
当　
時　
の　
面　
影　
を　
し　
の　
ば　
せ　
て　
く　
れ　
る　
。　

跡　
地　
に　
立　
っ　
て　
、　
私　
は　
、　
こ　
の　
地　
で　
生　
き　
そ　

し　
て　
死　
ん　
で　
い　
っ　
た　
人　
た　
ち　
の　
こ　
と　
を　
思　
っ　

た　
。　
そ　
し　
て　
、　
声　
に　
な　
ら　
な　
い　
声　
で　
祈　
り　
を　

さ　
さ　
げ　
た　
。　

浅　
藻　
を　
後　
に　
し　
て　
、　
厳　
原　
に　
お　
住　
ま　
い　
の　

民　
俗　
学　
者　
永　
留　
久　
恵　
（　
八　
二　
）　
さ　
ん　
を　
訪　
ね　

た　
。　
こ　
の　
方　
に　
お　
会　
い　
す　
る　
の　
も　
今　
回　
の　
旅　

の　
目　
的　
の　
一　
つ　
だ　
。　
上　
品　
な　
物　
腰　
の　
奥　
様　
が　

出　
迎　
え　
て　
く　
だ　
さ　
っ　
た　
。　
永　
留　
さ　
ん　
に　
お　
会　

い　
す　
る　
の　
は　
初　
め　
て　
だ　
が　
、　
丁　
寧　
に　
対　
馬　
の　

歴　
史　
と　
民　
俗　
の　
お　
話　
し　
を　
し　
て　
下　
さ　
っ　
た　
。　

全　
て　
ご　
紹　
介　
す　
れ　
ば　
い　
く　
ら　
紙　
面　
が　
あ　
っ　
て　

も　
足　
り　
な　
い　
。　

印　
象　
に　
残　
っ　
た　
言　
葉　
だ　
け　
を　
紹　
介　
し　
た　
い　
。　

「　
対　
馬　
は　
、　
海　
を　
開　
い　
て　
外　
と　
交　
流　
し　
た　

時　
代　
は　
明　
る　
く　
、　
海　
に　
閉　
じ　
込　
め　
ら　
れ　
島　
の　

中　
に　
閉　
塞　
し　
た　
時　
代　
は　
暗　
い　
」　
含　
蓄　
の　
あ　
る　

そ　
の　
言　
葉　
が　
忘　
れ　
ら　
れ　
な　
い　
。　
こ　
れ　
は　
我　
周　
防　

大　
島　
も　
同　
様　
の　
こ　
と　
が　
言　
え　
る　
だ　
ろ　
う　
。　
島　

の　
輝　
き　
を　
取　
り　
戻　
す　
に　
は　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
は　
さ　
ら　

に　
海　
を　
生　
か　
す　
こ　
と　
が　
大　
切　
に　
な　
る　
と　
思　
う　
。　

永　
留　
さ　
ん　
宅　
を　
辞　
し　
、　
五　
時　
か　
ら　
予　
定　
さ　

れ　
て　
い　
た　
対　
馬　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
カ　
レ　
ッ　
ジ　
研　

究　
会　
に　
参　
加　
し　
た　
。　
場　
所　
は　
厳　
原　
の　
醴　
泉　
院　

（　
安　
藤　
良　
俊　
住　
職　
）　。　
講　
師　
は　
岩　
重　
慶　
一　
東　
京　
水　

産　
大　
学　
客　
員　
教　
授　
。　
県　
内　
各　
地　
よ　
り　
四　
五　
歳　
以　

下　
の　
若　
者　
が　
約　
三　
○　
名　
ほ　
ど　
集　
ま　
っ　
て　
い　
た　
。　

こ　
の　
会　
は　
、　
対　
馬　
を　
幅　
広　
く　
見　
よ　
う　
と　
い　

う　
視　
点　
に　
た　
っ　
て　
、　
対　
馬　
の　
地　
域　
振　
興　
、　
自　

然　
保　
護　
に　
取　
り　
組　
ん　
で　
い　
る　
人　
の　
勉　
強　
会　
だ　

そ　
う　
だ　
。　

も　
う　
じ　
き　
対　
馬　
も　
合　
併　
し　
て　
対　
馬　
市　
と　
な　

る　
。　
対　
馬　
を　
一　
つ　
の　
単　
位　
と　
し　
た　
も　
の　
の　
見　

方　
と　
行　
動　
が　
必　
要　
な　
時　
で　
あ　
る　
。　
そ　
の　
時　
期　

に　
民　
間　
の　
横　
断　
的　
な　
学　
習　
と　
実　
践　
の　
場　
を　
こ　

の　
カ　
レ　
ッ　
ジ　
で　
つ　
く　
ろ　
う　
と　
い　
う　
の　
だ　
。　
こ　

れ　
も　
宮　
本　
流　
か　
。　

こ　
の　
カ　
レ　
ッ　
ジ　
は　
今　
春　
大　
島　
で　
講　
義　
が　
再　

開　
と　
な　
っ　
た　
周　
防　
大　
島　
郷　
土　
大　
学　
の　
精　
神　
に　

も　
つ　
な　
が　
る　
も　
の　
が　
あ　
る　
。　

「　
地　
域　
は　
そ　
こ　
に　
住　
む　
者　
が　
自　
ら　
つ　
く　
っ　

て　
い　
か　
な　
い　
か　
ぎ　
り　
、　
決　
し　
て　
良　
く　
な　
る　
こ　

と　
は　
な　
い　
」　
と　
は　
宮　
本　
先　
生　
の　
口　
癖　
だ　
っ　
た　
。　

対　
馬　
に　
も　
そ　
の　
意　
吹　
が　
あ　
り　
、　
地　
域　
の　
課　
題　

に　
取　
り　
組　
ん　
で　
い　
こ　
う　
と　
す　
る　
若　
者　
が　
い　
る　
。　

今　
秋　
に　
は　
、　「　
離　
島　
振　
興　
法　
再　
考　
―　
宮　
本　
常　

一　
が　
対　
馬　
に　
残　
し　
た　
メ　
ッ　
セ　
ー　
ジ　
」　
と　
し　
て　

シ　
ン　
ポ　
ジ　
ウ　
ム　
や　
出　
版　
も　
企　
画　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

こ　
の　
輪　
が　
さ　
ら　
に　
広　
が　
っ　
て　
い　
く　
こ　
と　
を　

願　
い　
つ　
つ　
、　
醴　
泉　
院　
を　
あ　
と　
に　
し　
た　
。　

十　
二　
月　
八　
日　
、　
風　
が　
強　
く　
飛　
行　
機　
の　
航　
行　

が　
心　
配　
さ　
れ　
た　
が　
ど　
う　
に　
か　
飛　
び　
立　
つ　
こ　
と　

が　
出　
来　
た　
。　

超　
ハ　
ー　
ド　
な　
ス　
ケ　
ジ　
ュ　
ー　
ル　
で　
精　
力　
的　
に　

人　
に　
会　
っ　
た　
。　
ま　
さ　
に　
歩　
く　
、　
見　
る　
、　
聞　
く　

旅　
と　
は　
な　
っ　
た　
。　
貴　
重　
な　
出　
会　
い　
が　
あ　
り　
、　

心　
に　
残　
る　
言　
葉　
も　
た　
く　
さ　
ん　
あ　
っ　
た　
。　
旅　
は　

道　
づ　
れ　
と　
い　
う　
同　
行　
の　
仲　
間　
も　
最　
高　
だ　
っ　
た　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
も　
機　
会　
を　
見　
つ　
け　
て　
宮　
本　
先　
生　

の　
足　
跡　
を　
た　
ど　
り　
な　
が　
ら　
、　
多　
く　
の　
人　
と　
の　

出　
会　
い　
求　
め　
て　
旅　
を　
し　
た　
い　
と　
思　
う　
。　
周　
防　

大　
島　
の　
地　
か　
ら　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
世　
界　
を　
知　
る　

旅　
を　
続　
け　
た　
い　
と　
思　
う　
。　
そ　
の　
仲　
間　
が　
ふ　
え　

る　
こ　
と　
を　
願　
っ　
て　
い　
る　
。　

一　
月　
三　
十　
日　
は　
、　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
の　
ご　
命　

日　
、　
水　
仙　
忌　
と　
し　
て　
法　
要　
と　
偲　
ぶ　
会　
が　
西　
方　

の　
神　
宮　
寺　
で　
あ　
っ　
た　
。　
そ　
の　
場　
に　
、　
対　
馬　
か　

ら　
柚　
木　
さ　
ん　
、　
村　
山　
さ　
ん　
と　
お　
仲　
間　
が　
参　
加　

さ　
れ　
た　
。　
こ　
の　
会　
に　
は　
東　
京　
、　
長　
野　
、　
京　
都　
、　

大　
阪　
、　
神　
戸　
、　
広　
島　
そ　
れ　
に　
山　
口　
県　
各　
地　
か　

ら　
多　
く　
の　
宮　
本　
フ　
ァ　
ン　
が　
参　
集　
し　
た　
。　
少　
し　

づ　
つ　
宮　
本　
先　
生　
を　
ご　
縁　
と　
し　
た　
交　
流　
の　
輪　
が　

広　
が　
っ　
て　
い　
る　
。　
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7

南
方
熊
楠　
･  
渋
沢
栄
一　
･  
渋
沢
敬
三

戦　
後　
の　
「　
列　
島　
改　
造　
」　
と　
「　
高　
度　
経　
済　
成　
長　
」　

の　
も　
た　
ら　
し　
た　
大　
き　
な　
社　
会　
問　
題　
と　
し　
て　
、　

昭　
和　
六　
十　
年　
代　
か　
ら　
環　
境　
破　
壊　
が　
著　
し　
く　
進　

行　
し　
た　
。　
そ　
う　
し　
た　
状　
況　
の　
中　
で　
南　
方　
熊　
楠　

み
な
か
た
く
ま
ぐ
す

が　

再　
評　
価　
さ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　
熊　
楠　
は　
神　

島　
の　
自　
然　
を　
守　
る　
た　
め　
に　
、　
神　
社　
合　
祀　
に　
反　

対　
し　
た　
。　
熊　
楠　
の　
神　
社　
合　
祀　
反　
対　
は　
、　
合　
祀　

さ　
れ　
て　
村　
々　
の　
神　
社　
が　
廃　
絶　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　

よ　
っ　
て　
、　
鎮　
守　
の　
森　
と　
い　
う　
生　
活　
環　
境　
が　
破　

壊　
さ　
れ　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
か　
ら　
、　
環　
境　
破　
壊　
か　

ら　
村　
々　
を　
守　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
あ　
た　
り　
、　
そ　

の　
た　
め　
奮　
迅　
の　
努　
力　
を　
し　
た　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　

こ　
の　
熊　
楠　
を　
戦　
後　
い　
ち　
早　
く　
評　
価　
し　
た　
の　

が　
ほ　
か　
な　
ら　
ぬ　
渋　
沢　
敬　
三　
で　
あ　
る　
。　
昭　
和　
二　
十　

六　
年　
に　
『　
南　
方　
熊　
楠　
全　
集　
』　
が　
出　
版　
さ　
れ　
た　
が　
、　

こ　
れ　
を　
出　
し　
て　
熊　
楠　
を　
世　
界　
に　
知　
ら　
し　
め　
よ　

う　
と　
し　
た　
の　
が　
敬　
三　
で　
あ　
っ　
た　
。　
そ　
の　
全　
集　
の　

巻　
頭　
に　
お　
い　
て　
、　
敬　
三　
が　
長　
い　
序　
文　
を　
書　
い　

て　
、　「　
わ　
が　
国　
に　
生　
ま　
れ　
た　
自　
然　
、　
人　
文　
両　
面　

に　
渡　
る　
既　
成　
の　
頭　
脳　
の　
産　
物　
を　
広　
く　
世　
界　
に　

映　
じ　
て　
願　
う　
心　
持　
ち　
で　
あ　
る　
。　」　
と　
し　
て　
い　
る　
。　

こ　
の　
時　
期　
に　
全　
集　
を　
出　
す　
の　
は　
大　
変　
難　
し　
い　

出　
版　
事　
情　
で　
あ　
っ　
た　
の　
で　
、　
敬　
三　
が　
物　
心　
両　
面　

に　
わ　
た　
っ　
て　
尽　
力　
し　
た　
こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
、　
熊　
楠　

は　
世　
に　
知　
ら　
れ　
、　
環　
境　
問　
題　
の　
沸　
き　
起　
こ　
る　
中　

で　
、　評　
価　
を　
受　
け　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

続　
い　
て　
平　
成　
の　
時　
代　
に　
入　
る　
と　
、　
渋　
沢　
栄　

一　
・　
敬　
三　
が　
改　
め　
て　
評　
価　
さ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　

っ　
た　
。　
そ　
れ　
は　
バ　
ブ　
ル　
が　
崩　
壊　
し　
た　
時　
期　
に　

お　
け　
る　
日　
本　
の　
世　
情　
に　
対　
す　
る　
庶　
民　
の　
怒　
り　

が　
噴　
出　
し　
て　
き　
た　
た　
め　
で　
あ　
る　
。　
こ　
と　
に　
日　

本　
の　
実　
業　
界　
・　
金　
融　
界　
が　
世　
情　
を　
に　
ぎ　
わ　
せ　

て　
い　
る　
よ　
う　
に　
、　
利　
潤　
追　
求　
を　
も　
っ　
ぱ　
ら　
と　

し　
、　
悪　
徳　
と　
考　
え　
ら　
れ　
る　
様　
々　
な　
行　
為　
に　
よ　

っ　
て　
社　
会　
を　
混　
乱　
に　
陥　
れ　
て　
い　
る　
と　
き　
、　
栄　

一　
の　
経　
営　
理　
念　
に　
も　
う　
一　
度　
戻　
る　
べ　
き　
で　
あ　

る　
と　
い　
う　
庶　
民　
の　
理　
性　
に　
よ　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

栄　
一　
は　
日　
本　
の　
近　
代　
化　
に　
信　
念　
を　
燃　
や　
し　
、　

ま　
ず　
資　
本　
主　
義　
を　
確　
立　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
。　

そ　
の　
た　
め　
に　
は　
金　
融　
機　
関　
を　
整　
備　
し　
て　
、　
国　
内　
の　

富　
を　
集　
積　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
が　
、　
そ　
れ　
は　
単　

に　
富　
を　
一　
ヶ　
所　
に　
集　
積　
す　
る　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
集　
積　

し　
た　
富　
を　
配　
分　
す　
る　
こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
ひ　
と　
が　
皆　

平　
等　
に　
恩　
恵　
を　
受　
け　
る　
社　
会　
に　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　

ら　
な　
い　
。　
そ　
の　
基　
本　
に　
な　
る　
の　
が　
金　
融　
機　
関　
で　
あ　

る　
と　
し　
て　
、　
第　
一　
国　
立　
銀　
行　
を　
設　
立　
し　
た　
。　
そ　
し　

て　
、　
社　
会　
の　
発　
展　
と　
人　
々　
の　
生　
活　
に　
潤　
い　
を　
も　

た　
ら　
す　
の　
に　
必　
要　
な　
様　
々　
な　
会　
社　
を　
興　
し　
た　
。　

そ　
れ　
は　
単　
に　
利　
潤　
を　
上　
げ　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　

で　
は　
な　
く　
、　
経　
営　
の　
理　
念　
と　
し　
て　
「　
士　
魂　
商　
才　
」　

を　
唱　
え　
、　
一　
九　
一　
六　
年　
『　
論　
語　
と　
算　
盤　
』　
と　
い　
う　

書　
物　
を　
書　
い　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
な　
か　
で　
、　
論　
語　
と　

商　
売　
は　
決　
し　
て　
相　
反　
す　
る　
も　
の　
で　
は　
な　
い　
。　「　
武　

士　
道　
す　
な　
わ　
ち　
実　
業　
道　
な　
り　
」　
と　
い　
い　
、　
仁　
義　
・　

道　
徳　
に　
よ　
っ　
て　
商　
業　
の　
実　
を　
あ　
げ　
な　
け　
れ　
ば　

な　
ら　
な　
い　
と　
い　
う　
の　
で　
あ　
る　
。　
そ　
し　
て　
実　
業　
人　

は　
単　
に　
経　
営　
の　
安　
泰　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
高　
度　
の　
知　

性　
を　
持　
ち　
、　
得　
た　
利　
潤　
を　
社　
会　
に　
還　
元　
し　
な　
け　

れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
と　
努　
力　
し　
た　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　

そ　
し　
て　
、　
今　
日　
の　
言　
葉　
で　
い　
う　
国　
民　
外　
交　
、　

国　
際　
親　
善　
、　
世　
界　
平　
和　
の　
推　
進　
に　
努　
力　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
社　
会　
の　
倫　
理　
を　
厳　
し　
く　
唱　
え　
、　
社　
会　
倫　

理　
の　
確　
立　
に　
努　
力　
し　
て　
教　
育　
に　
も　
力　
を　
入　
れ　

た　
。　
実　
業　
教　
育　
の　
制　
度　
が　
生　
ま　
れ　
た　
の　
は　
栄　

一　
の　
力　
に　
よ　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
女　
子　
教　
育　
の　
進　

展　
も　
栄　
一　
の　
力　
で　
あ　
り　
、　
学　
術　
文　
化　
に　
対　
し　
て　

も　
積　
極　
的　
に　
助　
成　
を　
す　
す　
め　
た　
。　
栄　
一　
の　
考　

え　
は　
と　
に　
か　
く　
実　
業　
界　
の　
道　
徳　
水　
準　
を　
高　
め　

る　
こ　
と　
に　
あ　
り　
、　「　
日　
本　
資　
本　
主　
義　
の　
父　
」　
と　

い　
う　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
日　
本　
資　
本　
主　
義　
の　
知　
的　
水　

準　
を　
高　
め　
た　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　
こ　
こ　
に　
今　
日　
、　
栄　

一　
が　
再　
評　
価　
さ　
れ　
る　
理　
由　
が　
あ　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　

敬　
三　
は　
ま　
た　
「　
祖　
父　
の　
後　
姿　
」　
と　
い　
う　
文　

章　
を　
書　
い　
て　
い　
る　
よ　
う　
に　
、　
栄　
一　
の　
生　
き　
方　

を　
見　
て　
育　
ち　
、　
実　
業　
界　
に　
高　
い　
知　
性　
を　
導　
入　

す　
る　
と　
い　
う　
祖　
父　
の　
考　
え　
か　
た　
を　
そ　
の　
ま　
ま　

継　
承　
し　
た　
。　
敬　
三　
は　
戦　
後　
す　
ぐ　
日　
銀　
総　
裁　
か　

ら　
大　
蔵　
大　
臣　
に　
な　
り　
、　
陣　
頭　
に　
立　
っ　
て　
日　
本　

経　
済　
再　
建　
の　
た　
め　
に　
様　
々　
な　
努　
力　
を　
し　
た　
。　

新　
円　
の　
切　
り　
替　
え　
を　
行　
い　
、　
財　
閥　
を　
解　
体　
し　

た　
。　
ま　
た　
、　
自　
ら　
の　
渋　
沢　
財　
閥　
も　
率　
先　
し　
て　

解　
体　
し　
、　
財　
産　
税　
も　
創　
設　
し　
た　
。　
そ　
う　
す　
る　

と　
渋　
沢　
家　
も　
膨　
大　
な　
財　
産　
税　
を　
納　
め　
ね　
ば　
な　

ら　
な　
い　
が　
、　
三　
田　
網　
町　
の　
邸　
宅　
を　
物　
納　
し　
て　

帝　
塚　
山　
大　
学　
学　
長　
　　

岩

井

宏

實

▼
▼
▼

第
24
回
民
具
学
会
大
会
　
公
開
講
演
▲
▲
▲

一　
九　
九　
九　
・　
十　
一　
・　
十　
三　
　　
成　
城　
大　
学　

演

題
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一　
括　
納　
入　
し　
た　
。　
こ　
れ　
は　
今　
日　
の　
経　
済　
人　
で　

は　
お　
よ　
そ　
考　
え　
ら　
れ　
な　
い　
こ　
と　
で　
あ　
っ　
た　
。　

ま　
た　
敬　
三　
が　
大　
蔵　
大　
臣　
の　
と　
き　
、　
日　
本　
の　

財　
政　
に　
い　
ろ　
い　
ろ　
と　
干　
渉　
し　
て　
き　
た　
マ　
ッ　
カ　

ー　
サ　
ー　
か　
ら　
、　
国　
防　
献　
金　
を　
一　
般　
会　
計　
に　
入　

れ　
る　
よ　
う　
に　
指　
令　
が　
出　
た　
。　
国　
防　
献　
金　
が　
当　

時　
五　
億　
円　
あ　
っ　
た　
と　
い　
う　
が　
、　
こ　
れ　
は　
日　
本　

人　
の　
愛　
国　
心　
を　
鼓　
舞　
す　
る　
軍　
事　
主　
義　
の　
産　
物　

で　
あ　
る　
と　
い　
う　
の　
で　
あ　
る　
。　
こ　
れ　
に　
対　
し　
て　

敬　
三　
は　
「　
い　
か　
な　
る　
国　
で　
も　
国　
民　
に　
愛　
国　
心　

の　
な　
い　
国　
は　
な　
い　
、　
愛　
国　
心　
こ　
そ　
尊　
ぶ　
べ　
き　

も　
の　
で　
軍　
国　
主　
義　
と　
何　
ら　
関　
係　
す　
る　
も　
の　
で　

は　
な　
い　
」　
と　
力　
説　
し　
、　「　
国　
の　
復　
興　
は　
教　
育　
と　
文　

化　
で　
あ　
る　
」　
と　
し　
て　
、　
国　
防　
献　
金　
を　
そ　
の　
方　
に　

使　
用　
す　
る　
と　
い　
い　
、　
特　
に　
文　
部　
省　
予　
算　
に　
組　
み　

入　
れ　
る　
と　
し　
て　
自　
ら　
断　
行　
し　
た　
。　
こ　
う　
い　
う　

こ　
と　
に　
も　
敬　
三　
の　
教　
育　
・　
文　
化　
に　
対　
す　
る　
考　

え　
方　
、　
戦　
後　
日　
本　
の　
復　
興　
に　
対　
す　
る　
意　
気　
込　

み　
、　
そ　
し　
て　
取　
り　
組　
み　
方　
が　
現　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　

昭　
和　
初　
年　
の　
東　
北　
大　
飢　
饉　
の　
際　
、　
渋　
沢　
家　

は　
十　
和　
田　
地　
域　
の　
膨　
大　
な　
原　
野　
を　
農　
民　
か　
ら　

買　
い　
入　
れ　
て　
そ　
の　
生　
活　
を　
助　
け　
た　
が　
、　
戦　
後　

農　
地　
改　
革　
に　
関　
連　
し　
て　
、　
そ　
の　
土　
地　
を　
東　
北　

地　
方　
の　
振　
興　
に　
当　
て　
よ　
う　
と　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　

原　
野　
に　
自　
生　
し　
た　
立　
ち　
木　
を　
処　
分　
し　
て　
そ　
の　

利　
益　
を　
東　
北　
経　
済　
復　
興　
に　
当　
て　
た　
。　
そ　
の　
振　

興　
策　
と　
し　
て　
昭　
和　
三　
十　
年　
五　
月　
号　
の　
『　
文　
芸　

春　
秋　
』　
に　
も　
敬　
三　
が　
書　
い　
て　
い　
る　
が　
、　「　
日　
本　

が　
世　
界　
の　
観　
光　
国　
家　
と　
な　
る　
た　
め　
に　
、　
観　
光　

地　
と　
し　
て　
立　
派　
な　
も　
の　
に　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　

な　
い　
。　
そ　
の　
た　
め　
に　
、　
ま　
ず　
博　
物　
館　
が　
良　
い　
の　

で　
は　
な　
い　
か　
。　
観　
光　
地　
は　
道　
路　
を　
良　
く　
す　
る　

こ　
と　
も　
必　
要　
だ　
が　
、　
個　
人　
の　
力　
で　
は　
で　
き　
な　

い　
。　
国　
立　
公　
園　
が　
各　
地　
に　
出　
来　
て　
い　
る　
が　
、　
そ　

の　
土　
地　
の　
特　
色　
を　
出　
し　
た　
博　
物　
館　
は　
ま　
だ　
出　

来　
て　
い　
な　
い　
。　
そ　
れ　
を　
作　
る　
べ　
き　
で　
あ　
る　
」　
と　

い　
い　
、　
そ　
こ　
で　
作　
ら　
れ　
た　
の　
が　
、　
十　
和　
田　
科　
学　

博　
物　
館　
と　
小　
川　
原　
湖　
民　
俗　
博　
物　
館　
で　
あ　
っ　
た　
。　

敬　
三　
は　
観　
光　
を　
「　
文　
化　
と　
し　
て　
の　
観　
光　
」　
と　

し　
て　
位　
置　
付　
け　
て　
い　
て　
、　
そ　
の　
観　
光　
を　
事　
業　

の　
面　
で　
推　
進　
し　
た　
の　
が　
栄　
一　
の　
書　
生　
で　
あ　
り　
、　

敬　
三　
の　
秘　
書　
を　
勤　
め　
た　
杉　
本　
行　
雄　
で　
あ　
る　
。　
学　

問　
と　
し　
て　
継　
承　
し　
た　
の　
が　
他　
な　
ら　
ぬ　
宮　
本　
常　

一　
で　
、　彼　
は　
日　
本　
観　
光　
文　
化　
研　
究　
所　
を　
設　
立　
し　
、　

そ　
の　
所　
長　
と　
な　
っ　
て　
多　
く　
の　
弟　
子　
を　
育　
て　
た　
。　

敬　
三　
の　
世　
界　
観　
は　
文　
化　
を　
核　
と　
し　
た　
国　
家　

形　
成　
、　
文　
化　
を　
通　
し　
て　
国　
際　
相　
互　
理　
解　
を　
深　

め　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
あ　
っ　
た　
。　
敬　
三　
は　
実　
業　

界　
に　
入　
っ　
て　
す　
ぐ　
、　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
に　
赴　
任　
し　

た　
が　
、　
銀　
行　
マ　
ン　
と　
し　
て　
金　
融　
界　
の　
実　
態　
を　

つ　
ぶ　
さ　
に　
見　
る　
こ　
と　
は　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　
そ　
れ　
に　

も　
ま　
し　
て　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
の　
博　
物　
館　
と　
文　
化　
を　

深　
く　
理　
解　
し　
て　
き　
た　
。　
岸　
内　
閣　
の　
藤　
山　
外　
務　

大　
臣　
に　
よ　
っ　
て　
移　
動　
大　
使　
に　
任　
ぜ　
ら　
れ　
、　
南　

米　
の　
国　
々　
を　
回　
る　
が　
敬　
三　
の　
見　
て　
き　
た　
の　
は　

や　
は　
り　
各　
国　
の　
文　
化　
で　
あ　
り　
、　
文　
化　
を　
も　
っ　

て　
世　
界　
を　
つ　
な　
ご　
う　
と　
い　
う　
思　
想　
の　
現　
わ　
れ　

で　
あ　
っ　
た　
。　
今　
日　
の　
実　
業　
人　
で　
は　
到　
底　
考　
え　

ら　
れ　
な　
い　
世　
界　
観　
で　
あ　
り　
、　
そ　
れ　
が　
現　
実　
に　

今　
日　
の　
社　
会　
で　
人　
々　
が　
望　
む　
と　
こ　
ろ　
か　
ら　
敬　

三　
が　
評　
価　
さ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

渋
沢
敬
三
に
続
く
宮
本
常
一

栄　
一　
・　
敬　
三　
に　
続　
い　
て　
、　
今　
日　
、　
宮　
本　
常　
一　

に　
人　
々　
は　
熱　
い　
眼　
差　
し　
を　
注　
ぐ　
よ　
う　
に　
な　
っ　

て　
き　
た　
。　
そ　
れ　
は　
列　
島　
改　
造　
以　
降　
の　
地　
域　
乱　
開　

発　
に　
よ　
る　
地　
域　
社　
会　
の　
環　
境　
・　
景　
観　
の　
崩　
壊　
、　
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補　
助　
金　
ば　
ら　
撤　
き　
政　
策　
に　
よ　
る　
庶　
民　
の　
自　
立　

心　
の　
喪　
失　
、　
偏　
差　
値　
重　
視　
教　
育　
に　
よ　
る　
青　
少　

年　
教　
育　
の　
退　
廃　
を　
は　
じ　
め　
、　
あ　
ら　
ゆ　
る　
社　
会　

矛　
盾　
が　
噴　
出　
し　
て　
い　
る　
状　
況　
に　
不　
満　
と　
慣　
り　

を　
感　
じ　
る　
人　
々　
の　
心　
情　
か　
ら　
、　
教　
育　
者　
・　
学　
者　

と　
し　
て　
社　
会　
の　
諸　
問　
題　
に　
対　
応　
し　
た　
宮　
本　
常　

一　
の　
人　
と　
学　
問　
に　
惹　
か　
れ　
る　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

常　
一　
は　
大　
阪　
府　
下　
の　
小　
学　
校　
教　
員　
時　
代　
、　
校　

外　
授　
業　
と　
作　
文　
教　
育　
に　
重　
点　
を　
お　
き　
、　
体　
操　
や　

音　
楽　
・　
図　
画　
の　
時　
間　
に　
は　
児　
童　
を　
校　
外　
に　
連　
れ　

出　
し　
、　
日　
曜　
日　
な　
ど　
も　
児　
童　
と　
い　
っ　
し　
ょ　
に　
野　

外　
を　
歩　
き　
ま　
わ　
り　
、　
そ　
の　
中　
で　
見　
て　
感　
じ　
た　
こ　

と　
を　
作　
文　
さ　
せ　
た　
。　
そ　
こ　
で　
調　
べ　
る　
喜　
び　
、　
そ　

れ　
を　
綴　
る　
喜　
び　
を　
得　
さ　
せ　
、　
体　
験　
を　
通　
じ　
て　
覚　

え　
、　
身　
に　
つ　
け　
る　
教　
育　
を　
し　
、　
そ　
う　
し　
た　
体　
験　

か　
ら　
児　
童　
が　
自　
分　
の　
潜　
在　
能　
力　
を　
知　
り　
、　
個　
性　

を　
伸　
ば　
し　
て　
い　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　
こ　
う　
し　
た　
教　
育　

が　
今　
日　
求　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　
り　
、　
そ　

れ　
を　
昭　
和　
初　
年　
に　
実　
践　
し　
て　
い　
た　
の　
で　
あ　
っ　

た　
。　
そ　
し　
て　
常　
一　
は　
近　
隣　
の　
教　
員　
の　
同　
士　
た　
ち　

と　
綴　
り　
方　
教　
育　
を　
実　
践　
し　
、　
指　
導　
的　
な　
役　
割　
を　

担　
っ　
て　
い　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　
こ　
れ　
も　
戦　
後　
の　
無　

着　
成　
恭　
の　
綴　
り　
方　
教　
室　
よ　
り　
も　
は　
る　
か　
以　
前　

の　
こ　
と　
で　
、　
そ　
の　
先　
駆　
け　
を　
な　
す　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

常　
一　
は　
ま　
た　
、　
昭　
和　
十　
二　
年　
に　
『　
と　
ろ　
し　
』　

と　
い　
う　
冊　
子　
を　
出　
し　
て　
い　
る　
。　
そ　
れ　
は　
当　
時　

勤　
め　
て　
い　
た　
大　
阪　
府　
泉　
北　
郡　
（　
現　
・　
高　
石　
市　
）　

取　
石　
小　
学　
校　
の　
卒　
業　
生　
の　
た　
め　
に　
印　
刷　
し　
て　

贈　
っ　
た　
郷　
土　
誌　
で　
あ　
る　
。　
『　
と　
ろ　
し　
』　
は　
地　

名　
・　
校　
名　
の　
「　
取　
石　
」　
で　
あ　
る　
。　
半　
紙　
・　
半　

版　
一　
三　
六　
ぺ　
ー　
ジ　
の　
冊　
子　
で　
、　
村　
の　
略　
史　
・　

村　
の　
し　
ら　
べ　
・　
昔　
話　
と　
伝　
説　
・　
我　
ら　
の　
生　
活　

か　
ら　
な　
り　
、　
村　
の　
略　
史　
は　
常　
一　
自　
身　
が　
村　
の　

歴　
史　
の　
概　
観　
を　
書　
き　
、　
村　
の　
し　
ら　
べ　
は　
共　
通　

の　
項　
目　
を　
決　
め　
て　
児　
童　
に　
そ　
れ　
を　
調　
べ　
て　
来　

る　
よ　
う　
に　
課　
し　
た　
も　
の　
で　
、　
ま　
た　
児　
童　
に　
よ　

っ　
て　
特　
定　
の　
問　
題　
を　
よ　
り　
深　
く　
調　
べ　
て　
こ　
さ　

せ　
た　
。　
こ　
の　
冊　
子　
に　
は　
「　
本　
書　
は　
大　
阪　
府　
泉　

北　
郡　
取　
石　
村　
の　
小　
学　
校　
六　
年　
生　
児　
童　
調　
査　
に　

よ　
る　
村　
の　
生　
活　
史　
で　
あ　
る　
」　
と　
書　
い　
て　
い　
る　
。　

常　
一　
は　
ま　
た　
、　
紀　
州　
で　
剪　
定　
の　
名　
人　
に　
会　

っ　
て　
剪　
定　
の　
コ　
ツ　
を　
聞　
い　
た　
と　
き　
、　
そ　
の　
人　

は　
「　
わ　
し　
が　
み　
か　
ん　
の　
木　
の　
前　
に　
立　
っ　
た　
ら　
、　

枝　
の　
方　
か　
ら　
『　
こ　
こ　
を　
切　
っ　
て　
く　
れ　
』　
と　
い　
い　

お　
る　
。　
わ　
し　
は　
そ　
う　
い　
わ　
れ　
る　
ま　
ま　
に　
き　
っ　
ち　

ょ　
る　
だ　
け　
や　
」　
と　
い　
っ　
た　
。　
教　
員　
も　
こ　
れ　
と　
同　

じ　
で　
、　
子　
供　
の　
気　
持　
ち　
の　
見　
え　
る　
教　
師　
に　
な　
ら　

ね　
ば　
な　
ら　
ぬ　
と　
常　
一　
は　
い　
つ　
も　
話　
し　
て　
い　
た　
。　

昭　
和　
二　
十　
四　
年　
の　
八　
月　
に　
五　
日　
間　
に　
わ　
た　

っ　
て　
大　
阪　
市　
平　
野　
区　
長　
吉　
小　
・　
中　
学　
校　
の　
教　

員
･
父
母
の
講
習
会
で
話
し
た
内
容
を
、　『
村

の　
世　
活　
と　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
ス　
ク　
ー　
ル　
』　
と　
し　
て　
ま　

と　
め　
て　
い　
る　
が　
、　
こ　
の　
書　
物　
の　
は　
し　
が　
き　
で　
、　

「　
教　
育　
と　
は　
社　
会　
秩　
序　
に　
従　
っ　
て　
行　
く　
の　
み　
の　

人　
間　
を　
作　
る　
事　
で　
は　
な　
く　
、　
社　
会　
意　
思　
を　
真　
に　

読　
み　
と　
っ　
て　
社　
会　
の　
赴　
く　
方　
向　
を　
発　
見　
し　
、　
そ　

の　
方　
向　
に　
向　
か　
っ　
て　
進　
む　
人　
間　
を　
作　
る　
事　
で　

あ　
る　
。　
社　
会　
思　
想　
は　
、　
社　
会　
が　
過　
去　
に　
歩　
ん　
で　

来　
た　
道　
を　
明　
ら　
か　
に　
し　
な　
け　
れ　
ば　
、　
之　
を　
知　
る　

事　
は　
出　
来　
な　
い　
」　
と　
い　
い　
、　
さ　
ら　
に　
「　
教　
育　
の　
任　
務　

は　
現　
在　
に　
連　
な　
る　
前　
代　
の　
生　
活　
習　
慣　
へ　
服　
従　

さ　
せ　
る　
こ　
と　
で　
は　
な　
い　
。　
現　
在　
の　
生　
活　
に　
現　
わ　

れ　
た　
予　
盾　
を　
打　
ち　
破　
っ　
て　
ゆ　
く　
た　
め　
の　
も　
の　

で　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
」　
と　
訴　
え　
、　
こ　
こ　
に　
民　
衆　

教　
育　
の　
方　
向　
を　
打　
ち　
出　
し　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　
こ　
れ　

は　
ま　
さ　
に　
現　
在　
の　
教　
育　
に　
求　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　

問　
題　
で　
あ　
る　
。　
常　
一　
は　
戦　
争　
中　
の　
奈　
良　
県　
立　
郡　

山　
中　
学　
校　
教　
員　
時　
代　
、　
昭　
和　
三　
十　
九　
年　
か　
ら　
の　
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武　
蔵　
野　
美　
術　
大　
学　
教　
授　
時　
代　
も　
一　
貫　
し　
て　
こ　

う　
し　
た　
理　
念　
で　
弟　
子　
を　
育　
て　
た　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　

太　
平　
洋　
戦　
争　
の　
最　
末　
期　
に　
常　
一　
は　
大　
阪　
府　

に　
招　
か　
れ　
て　
、　
戦　
時　
食　
料　
補　
給　
の　
責　
任　
者　
と　

な　
っ　
た　
が　
、　
ひ　
と　
り　
で　
自　
転　
車　
に　
乗　
っ　
て　
大　

阪　
府　
下　
の　
村　
々　
を　
連　
日　
ま　
わ　
り　
、　
生　
鮮　
食　
料　

補　
給　
の　
た　
め　
に　
農　
民　
一　
人　
一　
人　
を　
信　
じ　
、　
そ　

の　
心　
に　
訴　
え　
て　
協　
力　
を　
得　
て　
成　
果　
を　
あ　
げ　
た　
。　

敗　
戦　
を　
迎　
え　
て　
か　
ら　
は　
、　
食　
料　
の　
自　
給　
・　
配　

給　
対　
策　
に　
専　
念　
す　
る　
が　
、　
戦　
災　
に　
遭　
っ　
た　

人　
々　
を　
北　
海　
道　
の　
原　
野　
の　
開　
拓　
に　
送　
る　
こ　
と　

と　
な　
り　
、　
常　
一　
は　
二　
千　
人　
ち　
か　
い　
人　
た　
ち　
を　

引　
率　
し　
て　
渡　
道　
し　
た　
。　
こ　
こ　
で　
現　
地　
の　
状　
況　

を　
つ　
ぶ　
さ　
に　
み　
て　
そ　
こ　
か　
ら　
自　
分　
の　
学　
問　
の　

現　
実　
社　
会　
へ　
の　
生　
か　
し　
方　
を　
学　
ん　
だ　
と　
い　
う　
。　

そ　
の　
の　
ち　
常　
一　
は　
農　
村　
再　
生　
の　
た　
め　
に　
土　

地　
制　
度　
の　
調　
査　
を　
行　
う　
と　
共　
に　
、　
東　
北　
か　
ら　

九　
州　
に　
至　
る　
各　
地　
の　
農　
村　
で　
農　
業　
技　
術　
の　
改　

良　
、　
農　
業　
経　
営　
の　
指　
導　
と　
生　
活　
改　
善　
運　
動　
を　

行　
っ　
た　
。　
農　
業　
技　
術　
の　
指　
導　
で　
は　
栽　
培　
原　
論　

か
ら
稲
・
麦
･
サ
ツ
マ
イ
モ
・
ミ
カ
ン
・
ブ

ド　
ウ　
・　
蔬　
菜　
な　
ど　
、　
あ　
ら　
ゆ　
る　
も　
の　
に　
わ　
た　
っ　

た　
。　
農　
村　
か　
ら　
さ　
ら　
に　
山　
村　
に　
及　
び　
、　
山　
村　

生　
活　
の　
遅　
れ　
を　
み　
て　
山　
村　
行　
政　
推　
進　
の　
必　
要　

性　
を　
知　
り　
、　
山　
村　
生　
活　
の　
経　
済　
実　
態　
を　
明　
ら　
か　

に　
す　
る　
活　
動　
を　
行　
っ　
た　
。　
そ　
れ　
は　
用　
材　
・　
薪　
炭　

材　
・　
パ　
ル　
プ　
材　
・　
林　
業　
経　
営　
・　
樹　
苗　
・　
経　
営　

の　
利　
回　
り　
計　
算　
・　
植　
林　
・　
森　
林　
組　
合　
・　
林　
業　

労　
務　
か　
ら　
山　
村　
の　
組　
織　
と　
構　
造　
ま　
で　
多　
岐　
に　

わ　
た　
る　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　
そ　
し　
て　
「　
こ　
れ　
ま　
で　

の　
調　
査　
は　
村　
人　
た　
ち　
か　
ら　
一　
方　
的　
に　
奪　
う　
調　

査　
が　
多　
い　
が　
、　
本　
当　
の　
調　
査　
と　
い　
う　
の　
は　
そ　
う　

で　
は　
な　
く　
、　村　
人　
た　
ち　
と　
の　
交　
流　
の　
中　
に　
あ　
り　
、　

そ　
れ　
が　
政　
治　
や　
行　
政　
に　
生　
か　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
が　

大　
事　
な　
ん　
だ　
」　
と　
、　
山　
村　
生　
活　
者　
の　
代　
弁　
者　
と　

し　
て　
の　
具　
体　
的　
・　
積　
極　
的　
な　
実　
践　
を　
行　
っ　
た　
。　

こ　
う　
し　
て　
各　
地　
の　
調　
査　
を　
行　
う　
中　
で　
、　
山　

村　
も　
さ　
る　
事　
な　
が　
ら　
、　
離　
島　
の　
生　
活　
の　
遅　
れ　

と　
困　
難　
を　
つ　
ぶ　
さ　
に　
見　
聞　
し　
、　
な　
ん　
と　
し　
て　

も　
そ　
の　
振　
興　
策　
を　
講　
じ　
ね　
ば　
な　
ら　
な　
い　
と　
、　

昭　
和　
二　
十　
八　
年　
、　
全　
国　
離　
島　
振　
興　
協　
議　
会　
が　
設　

立　
さ　
れ　
る　
や　
、　
そ　
の　
幹　
事　
長　
、　
さ　
ら　
に　
事　
務　
局　

長　
と　
な　
っ　
た　
。　
常　
一　
は　
離　
島　
の　
抱　
え　
て　
い　
る　
問　

題　
と　
し　
て　
は　
ま　
ず　
、　
飲　
料　
水　
の　
確　
保　
が　
必　
要　

で　
あ　
り　
、　
次　
い　
で　
、　
道　
路　
の　
整　
備　
と　
殖　
産　
で　
あ　

る　
と　
し　
、　
伊　
豆　
七　
島　
や　
五　
島　
列　
島　
・　
種　
子　
島　
で　

は　
具　
体　
的　
な　
改　
良　
方　
法　
を　
指　
摘　
し　
、　
佐　
渡　
に　
わ　

た　
っ　
て　
は　
八　
珍　
柿　
の　
栽　
培　
を　
ひ　
た　
す　
ら　
説　
い　

て　
周　
り　
、　
見　
事　
に　
そ　
れ　
を　
特　
産　
化　
し　
た　
。　
こ　
れ　

も　
「　
調　
査　
研　
究　
は　
社　
会　
構　
造　
や　
経　
済　
法　
則　
の　

発　
見　
の　
み　
に　
力　
を　
注　
ぐ　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
調　
査　
地　

の　
人　
た　
ち　
の　
幸　
福　
を　
祈　
り　
、　
そ　
の　
人　
た　
ち　
の　
も　

つ　
可　
能　
性　
の　
発　
見　
に　
努　
力　
せ　
ね　
ば　
な　
ら　
な　
い　
」　

と　
い　
う　
常　
一　
の　
理　
念　
の　
具　
現　
化　
で　
あ　
っ　
た　
。　

こ　
う　
し　
た　
強　
固　
な　
利　
念　
に　
基　
づ　
い　
た　
社　
会　

的　
活　
動　
の　
中　
か　
ら　
常　
一　
は　
新　
た　
な　
学　
問　
の　
方　

向　
を　
打　
ち　
出　
し　
た　
。　
そ　
れ　
が　
ほ　
か　
な　
ら　
ぬ　
日　

本　
民　
衆　
史　
の　
構　
築　
で　
あ　
っ　
た　
。　
こ　
の　
民　
衆　
史　

は　
自　
ら　
の　
置　
か　
れ　
た　
自　
然　
条　
件　
・　
社　
会　
条　
件　

の　
な　
か　
で　
黙　
々　
と　
生　
活　
を　
切　
り　
開　
き　
、　
営　
み　

つ　
づ　
け　
て　
き　
た　
人　
々　
の　
生　
活　
史　
で　
あ　
り　
、　
そ　

こ　
に　
は　
農　
民　
・　
山　
民　
・　
漁　
民　
あ　
り　
、　
諸　
職　
・　

諸　
芸　
人　
ま　
で　
あ　
り　
、　
彼　
ら　
の　
な　
か　
に　
は　
計　
り　

知　
れ　
な　
い　
知　
恵　
と　
生　
活　
倫　
理　
が　
あ　
っ　
た　
。　
そ　

れ　
を　
浮　
き　
彫　
り　
に　
し　
よ　
う　
と　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　

っ　
た　
。　
常　
一　
は　
『　
忘　
れ　
ら　
れ　
た　
日　
本　
人　
』　
の　

「　
あ　
と　
が　
き　
」　
に　
「　
一　
つ　
の　
時　
代　
に　
あ　
っ　
て　
地　

域　
に　
よ　
っ　
て　
い　
ろ　
い　
ろ　
の　
差　
が　
あ　
り　
、　
そ　
れ　



宮　
本　
常　
一　
先　
生　
の　
本　
を　
読　
む　
会　
が　
発　
足　
し　

ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
発　
会　
式　
が　
昨　
年　
九　
月　
八　
日　
に　

開　
催　
さ　
れ　
、　
役　
員　
選　
出　
や　
会　
則　
の　
制　
定　
、　
年　

間　
活　
動　
計　
画　
等　
が　
協　
議　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　

発　
会　
式　
で　
は　
民　
俗　
学　
者　
、　
印　
南　
敏　
秀　
先　
生　

（　
愛　
知　
大　
学　
教　
授　
）　
に　
よ　
る　
「　
宮　
本　
先　
生　
の　
本　

を　
郷　
里　
で　
ど　
う　
読　
む　
か　
」　
と　
題　
し　
て　
講　
話　
も　

行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
現　
在　
会　
員　
は　
六　
十　
名　
。　

本　
を　
読　
む　
会　

は　
、　
十　
一　
月　
十　

六　
日　
に　
本　
格　
的　

に　
始　
ま　
り　
、　
こ　

の　
日　
は　
宮　
本　
先　

生　
の　
著　
作　
「　
忘　

れ　
ら　
れ　
た　
日　
本　

人　
」　
を　
取　
り　
上　

げ　
ま　
し　
た　
。　
読　

む　
会　
は　
二　
ヶ　
月　

に　
一　
回　
第　
三　
土　

曜　
日　
の　
午　
後　
、　

町　
総　
合　
セ　
ン　
タ　

ー　
で　
開　
催　
さ　
れ　

て　
い　
ま　
す　
。　

今　
年　
一　
月　
三　
十　
日　
に　
周　
防　
大　
島　
郷　
土　
大　
学　

の　
講　
義　
が　
、　
町　
総　
合　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
行　
わ　
れ　
ま　

し　
た　
。　
講　
師　
は　
ノ　
ン　
フ　
ィ　
ク　
シ　
ョ　
ン　
作　
家　
、　

佐　
野　
眞　
一　
先　
生　
で　
、　
テ　
ー　
マ　
は　
「　
宮　
本　
常　
一　

の　
メ　
ッ　
セ　
ー　
ジ　
」　。　
講　
義　
後　
、　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
も　

行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

周　
防　
大　
島　
郷　
土　
大　
学　
は　
東　
和　
町　
郷　
土　
大　
学　

が　
改　
称　
さ　
れ　
た　
も　
の　
で　
、　
現　
在　
学　
生　
を　
募　
集　

し　
て　
い　
ま　
す　
。　
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を　
ま　
た　
先　
進　
と　
後　
進　
と　
い　
う　
形　
で　
簡　
単　
に　
割　

り　
切　
っ　
て　
は　
い　
け　
な　
い　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　

ま　
た　
我　
々　
は　
、　
と　
も　
す　
る　
と　
前　
代　
の　
世　
界　
や　
自　

分　
た　
ち　
よ　
り　
下　
層　
の　
社　
会　
に　
生　
き　
る　
人　
々　
を　

卑　
小　
に　
見　
た　
が　
る　
傾　
向　
が　
強　
い　
。　
そ　
れ　
で　
一　

種　
の　
悲　
痛　
感　
を　
持　
ち　
た　
が　
る　
も　
の　
だ　
が　
、　
ご　

本　
人　
の　
立　
場　
や　
考　
え　
か　
た　
に　
た　
っ　
て　
み　
る　
こ　

と　
も　
必　
要　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
思　
う　
」　
と　
述　
べ　
て　

い　
る　
。　
こ　
れ　
が　
常　
一　
の　
民　
衆　
史　
の　
一　
つ　
の　
核　

と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
そ　
し　
て　
、　
社　
会　
の　
進　
歩　
の　
中　

で　
失　
わ　
れ　
て　
来　
つ　
つ　
あ　
る　
も　
の　
、　
そ　
の　
中　
に　
人　

間　
に　
と　
っ　
て　
か　
け　
が　
え　
の　
な　
い　
も　
の　
が　
あ　
る　

と　
し　
、　
そ　
れ　
を　
掘　
り　
起　
こ　
す　
こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
民　

衆　
史　
を　
体　
系　
化　
し　
よ　
う　
と　
し　
た　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　

こ　
う　
し　
た　
民　
衆　
史　
の　
構　
築　
の　
た　
め　
に　
は　
、　
な　

ん　
と　
し　
て　
も　
民　
衆　
が　
「　
生　
活　
の　
必　
要　
か　
ら　
技　
術　

的　
に　
作　
り　
出　
し　
た　
身　
辺　
卑　
近　
の　
道　
具　
」　
が　
常　
一　

に　
と　
っ　
て　
欠　
く　
べ　
か　
ら　
ざ　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
民　

具　
を　
通　
し　
て　
民　
衆　
の　
生　
活　
史　
を　
浮　
き　
彫　
り　
に　

し　
よ　
う　
と　
し　
た　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　
そ　
こ　
に　
常　
一　
の　

民　
具　
研　
究　
が　
あ　
り　
、　『　
民　
具　
学　
の　
提　
唱　
』　
が　
あ　

る　
の　
で　
あ　
る　
。　
い　
ず　
れ　
に　
し　
て　
も　
、　
常　
一　
の　
学　

問　
は　
旅　
の　
学　
で　
あ　
り　
、　
実　
践　
の　
学　
で　
あ　
っ　
た　
。　

い　
ま　
、　
常　
一　
の　
学　
問　
と　
実　
践　
を　
振　
り　
返　
っ　

て　
み　
る　
時　
、　
こ　
れ　
ほ　
ど　
社　
会　
的　
矛　
盾　
に　
対　
し　

て　
立　
ち　
向　
か　
っ　
た　
教　
育　
・　
学　
者　
、　
そ　
れ　
も　
単　

な　
る　
階　
級　
史　
観　
で　
は　
な　
く　
、　
人　
々　
の　
個　
人　
と　

し　
て　
の　
、　
ま　
た　
共　
同　
体　
と　
し　
て　
の　
生　
き　
方　
を　

真　
剣　
に　
考　
え　
て　
提　
言　
し　
、　
実　
践　
し　
た　
人　
物　
は　

な　
か　
っ　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
か　
よ　
う　
な　
人　
物　
が　
い　

ま　
現　
わ　
れ　
な　
い　
か　
と　
人　
々　
は　
期　
待　
し　
て　
お　
り　
、　

常　
一　
に　
対　
し　
て　
い　
ま　
現　
に　
静　
か　
な　
ブ　
ー　
ム　
が　

起　
こ　
り　
つ　
つ　
あ　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　

（　
民　
具　
研　
究　
一　
二　
二　
号　
よ　
り　
転　
載　
）　

＊　
お　
問　
い　
合　
せ　
等　
＊　

会　
　　
長　

高
田
壽
太
郎

さ　
ん　
（　
長　
　　
崎　
）　

�
０　
８　
２　
０　
―

７　
８　
―

０　
３　
５　
８　

事　
務　
局　

松

本

昭

司

さ　
ん　
（　
沖　
家　
室　
）　

�
０　
８　
２　
０　
―

７　
８　
―

２　
１　
６　
３　

宮　宮　
本　本　
常　常　
一　一　
先　先　
生　生　
の　の　
本　本　
を　を　

読　読　
む　む　
会　会　
が　が　
発　発　
足　足　

周　周　
防　防　
大　大　
島　島　
郷　郷　
土　土　
大　大　
学　学　
の　の　

講講
義義
をを
開開
催催

＊　
お　
問　
い　
合　
せ　
等　
＊　

東　
和　
町　
教　
育　
委　
員　
会　
　　
社　
会　
教　
育　
課　

�
０　
８　
２　
０　
―

７　
８　
―

０　
７　
０　
０　

メ　
ー　
ル　

佐野眞一先生の講義
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各 室 利 用 計 画

昨年３月に着工した文化教育交流促進

施設の工事が進んでいます。この施設は東

和町出身の民俗学者、宮本常一先生の資料

等の展示室や、体験学習室（図書室）を主

体とした交流施設で平成1 5年度末完成、

平成1 6年度開館の予定です。


